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電子部品実装工程のIoT

－実装工程における環境計測と品質管理への活用－

株式会社イチカワ

2021年10月
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経済産業省 中小企業庁 はばたく中小企業・小規模事業者300社受賞
2020年11月12日

経済産業省 地域未来牽引企業
2020年10月13日

株式会社イチカワ
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主な事業

◇大学との共同研究、国内事業で
のコア技術でビジネスを拡大

信州大学との共同研究によりトランス
要素技術を開発。これに車両装置事業
で培った技術とトランス製品の相乗で、
高度な車両用インバーター制御ユニッ
ト技術を確立。工学分野の技術を応用
して、信州大学と共同で医療分野のモ
ニタ装置を開発。緊急医療現場や脳外
科施設の監視モニタとして期待されて
いる。

◇製造サービスから課題解決・
提案型ビジネスへ事業を発展

電子機器における組込プログラム
開発をベースに、システム開発に
発展させ、さらにIT 技術を導入し
て装置からシステムユニットにビ
ジネスを拡大。2010年に中国・上
海に現地法人を設立。現在は、中
国現地での顧客ニーズを総合的に
サポートするビジネスモデルに転
換。

◇IoT化推進室を設立して、ものづくり
体制の改革に取組む

ものづくりの現場のにおける生産システム
と製造技術を継承するナレッジベース構築
進めている。IoT化推進室を立ちあげ、先
端のI oT 技術をものづくり現場へ積極的に
展開、IT技術者育成に着手している。独自
で開発したデジタル手順システムiM-
Managerは、ものづくり手順を一元化する
ものであり、製造業務のフレームワークと
なり、実用化を進めている。
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イチカワにおけるIoT化の取組紹介

１．独自で開発したデジタル手順システムiM-Managerの実用化

特長

①動画を使った組立ガイダンス機能
②動画による作業記録
③工程別タイマー機能による実績工数の計測
④工程進捗の見える化
⑤企業間の工程情報・作業品質の共有

２．I oT 技術のものづくり現場への展開とデジタル技術者育成

【ネットワーク台車の試作】 【Node-RED勉強会と現場IoTトライアル】

RFID
タブレッ
ト
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対象工程の説明

面実装ライン

ＳＭＤマウンター

部品サイズ 最小 0.6＊0.3mm～

ソルダペースト印刷 ＳＭＤマウント リフローはんだ付け
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デジタル化の定義書

デジタル化定義書

チーム 東京工場 メンバ 河井他2名

デジタル化テーマ 実装ライン湿度管理の自動化

テーマの位置づけ（経営方針との関係）

Ｉｏｔ自動化による業務プロセスの改革

業務プロセスの現状（ASIS)

湿度が影響していると思われるチップ立ち不良22件未はんだ44件
（2020年10月～21年5月）
高速型実装機周辺の湿度が低いと極小チップの実装精度に影響
する。そのため加湿器を設置し1日1回測定している。45%以上にな
るよう規定しているが40％以下まで下がることがある。異常値に
なったとき、作業者が気付かない、処置の方法が決まっていない。

プロセスのあるべき姿（TOBE）

実装エリアの湿度は、45％以上90パーセント以下にコントロール
して、湿度に起因する不良が発生しない。

ギャップ（問題点）を改善するためのデジタル化課題

リアルタイムで湿度を見える化し、異常警告に基づく空調機器の
適切な操作で正常値を維持するとともにトレンドを蓄積監視する。

課題のゴール
湿度に起因する不良が発生しない。

期待される効果
修正工数の削減 10h/年 40千円
湿度の測定 5分×200日/年 10.2千円
1.4人/月

改善を評価するための指標（定量的な指標）
実際の湿度、60～95％
湿度が起因する不良の発生件数 0％

＜製品＞
ＳＭＤ基板（車両、マイコン
関係）

＜情報＞
温度、湿度、時間の実測と
蓄積、自動検査装置検査
結果の取得と集計

＜作業者＞
実装ラインオペレータ、ライ
ンリーダー

＜機械設備＞
既存の加湿器、空調機をど
のような手順で動かすか。

●デジタル化のポイント
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デジタル化サイクルの実現イメージ

7

インターネット

サーバ
制御サイクル

監視サイクル

サーバ

RaspberryPi+
リレーボード

Windows PC

異常警告

異常通知＋指示書撮影

異常通知

トレンド監視
ワッティ環境センサ
EnOcean

異常通知

現場モニタ
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デジタル化サイクルの階層別構成

１．蓄積フロー ２．制御フロー ３．監視フロー

サーバ/
クラウド

ia-cloud（蓄積） ia-cloud

ネットワーク インターネット インターネット

エッジ
ラズパイ＋モニタ
（Node-RED）

ラズパイ制御
PC（ﾄﾚﾝﾄ゙ 表示）
（Node-RED）

ゲートウェイ
EnOcean受信機 リレーHAT

デバイス
EnOcean

無線温湿度計
リレー＋ランプ

対象 実装機周辺の湿度
作業者

（空調設定変更）
管理者

（トレンド監視）

メリット
＜無線センサ＞
取付け位置の自由度が高い

リレーHATで表示灯制御 PCでいつでもどこでも見れる

デメリット EnOceanの距離制約がある
異常時の調整手順検討
ランプ通知の伝達力

PCにNodeーRED導入必要

制御サイクル

監視サイクル
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監視サイクル

データフロー図と主なノードの選定

温湿度データ
・EnOcean取得
・データ抽出

msg.hum,msg.temp

ESP：ｼﾘｱﾙin
10分間隔

温湿度データ
・ia-cloud接続

データ変換
Cloud接続保存

製造情報
・製造指示書
・画像表示・蓄積

Webカメラ撮影
現場モニタ表示
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟﾌｧｲﾙ
名保存

異常通知発信
・IFTTT
・データ添付

IFTTT
・Webhooks
・Gmail
・Value1：msg.hum

積層表示灯
・点灯
・点滅

GPIO→ﾘﾚｰ基板
赤：PIN7
黄：PIN15
緑：PIN31

温湿度データ
・ローカル表示

DashboardGage
Chart：1時間

湿度データ
・判定

数値5段階
■%以上：赤
■-■%：黄＋緑
■-■%：緑
■-■%：黄点滅＋緑
■%以下：赤点滅

異常通知

温湿度ﾃﾞｰﾀ読込
・長期トレンド表示

PC上Node-RED
日時指定
湿度・温度ﾄﾚﾝﾄﾞ

制御サイクル
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Node-REDフロー

EnOceanセンサー

ダッシュボード表示

シグナルタワー表示

画像保存フローへ

ｉａ－ｃｌｏｕｄにアップ
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Node-REDフロー

画像保存フロー

画像保存

前ページ（湿度45％以下）

異常時メール発信
（**％以下）

ダッシュボードへの
画像表示
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製造現場のIoTトライアル エンジニア'sDIY

ＳＭＤマウンタ上に設置した
EnOceanセンサー

シグナルタワー
表示説明

WattyrHYHU-1 温
湿度無線センサ―

ラズパイ＋
リレーボード

ROHM EnOcean
USB400J

受信用USBール

制御
ボックス 制御ボックス内部
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シグナルタワー点灯パターン

9１％以上

45％以下

4６％以上59％以下

60％以上80％以下

81％以上90％以下

点
灯

点
滅

点
滅

点
灯

点
灯

冷房 風量＋２

冷房 風量＋１

暖房 湿度70％設定

暖房 湿度90％設定

加湿器 強

加湿器 OFF

加湿器 中自動

オペレーターの操作

異常メール送信
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ＩｏＴを利用して実装機内の湿度(温度）を
監視しています。

60％～80％

消灯

点灯

消灯

81％～90％

点灯

点灯

消灯

91％以上

消灯

消灯

点灯

点滅

消灯

消灯

45％以下

高低

46％～59％

点滅

点灯

消灯

東京工場 製造課

作業適正範囲

低湿警告

多湿警告

異常(低湿）

異常(多湿）

オンライン環境モニター

異常通知

トレンド監視

サーバ

シグナルタワー表示パターンでも
湿度状態がわかります。

最適
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異常時のランプ点滅（動画）と現場モニタ

異常時、作業指示書(手配番号)の撮影と
画像記録を行い、該当ロットの検査工程を強化
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異常通知メール

湿度データ

実装者、管理者

HumidityAlam1

“HumidityAlam1”
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PCによるトレンド遠隔監視画面
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まとめ

トライアルの効果 今後の取組（課題）

温湿度測定を自動化できた。

人による記録作業を無くすことが出来た。

湿度異常の発生を現場作業者が確実に
キャッチできるようになった。

湿度が異常になったとき、異常が発生する
可能性がある製品ロットを特定できるように
なった。

該当ロットの検査工程を強化し、品質向上
に繋げる仕組みを構築できる目途がついた。

空調機、加湿器での湿度コントロールの精
度を向上させる。

空調機、加湿器の操作を自動化する。

実装エリア以外の温度、湿度の管理が必
要な工程に取り入れ一括で管理する。
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ご清聴ありがとうございました。


